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第 17 回：連合愛知（日本労働組合総連合会愛知県連合会）

「地域への貢献」を大切に、共感を得る新たな取り組みを加速
―県内 2 か所目となる「ここあファーム」の開園、

11 地域協議会の取り組み、児童養護施設の子どもたちへの支援

連合愛知　事務局長　　　中島　裕子　氏

連合愛知　社会運動局長　清水　隆史　氏

１．社会貢献活動の方針とその背景
―�連合愛知の社会貢献活動について、これまで

の取り組みの歴史や、方針についてお聞かせ

ください。

連合愛知は組合員数 56 万人と連合東京に次

いで規模が大きく、自動車をはじめとしたもの

づくり産業が多いことが特徴です。スケールメ

リットと製造業の組合における活発な職場活動

という強みを生かし、「持ち寄る、集める」社

会貢献活動を得意としてきました。結成以来行

っているのが「連合愛知助け合い運動」1 です。

組合員に一人あたり 100 円以上の任意寄付を募

り、愛知県共同募金会を通じて毎年、児童養護

施設を巣立つ子どもたちに 1 人 10 万円を支度

金としてお渡ししているほか、障がい者施設や

子ども食堂などに寄付しています。年間 3,700

万円程、34 年間の活動を通じて 12 億 6,000 万

円を超える募金が愛知県下の福祉の支えとなっ

てきました。また、書き損じはがきを集めて新

興国の子どもたちの学びを支援する「世界寺子

屋運動 書き損じはがきキャンペーン」や食品

を持ち寄るフードドライブ活動も 2018 年から

継続して行っています。

結成 30 周年を機に、働く人のみならず「地

域への貢献」という観点を重視し、社会の役に

立つ取り組みに力を入れていくことを連合愛知

の方針として掲げました。そうして 2019 年か

ら始まったのが「ここあファーム」の取り組み

です。「ここあファーム」は連合愛知が運営す

る農園で、田植えや芋ほりなど、子どもたちの

食育につながる農業体験を行うほか、収穫した

米や野菜はすべてフードバンクに寄付をしてい

ます。また農作業は、障がい者の方々にお手伝

いをいただき、就労支援につなげています

2024 年には、県内 2 か所目となる「ここあ

ファーム Hazu」を西尾市に開園しました 2。

農業体験、フードバンクへの寄付、障がい者の

方の就労支援という３つの取り組みは同様に行

いながら、過疎化が進む地域性を踏まえて地域

活性化にも取り組んでいます。

そのほか、2025 年からは、「地域に根ざした

顔の見える運動」の具現化として、11 か所の地

域協議会において新しい社会貢献活動をスター

トしました。中学校体育館のドア塗装や、組合
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員から絵本を集めて必要な方に寄付をしたり、

子ども食堂に来る子どもたちに夏休みの思い出

づくりのお手伝いをしたり、不登校の子どもた

ちへの社会勉強支援など、それぞれが地域の課

題を把握して、特色ある活動を行っています。

―�これまでの連合愛知さんの社会貢献活動が、

県の福祉を支えてきたということがよくわか

りました。また、近年では「地域への貢献」「地

域に根差した顔の見える運動」など、新しい

社会貢献活動もスタートされたとのこと。社

会貢献活動に取り組むうえで、大切にされて

いる思いについて、お聞かせください。

労働組合の役割は「困っている人を助けるこ

と」です。他方で、労働組合の取り組みが人び

との共感を得られなければ、私たちの仲間にな

りたい、協力をしたいと思ってはもらえません。

そのため、連合愛知が社会貢献活動を通じて働

く人や地域から共感を得られる取り組みを行っ

ていくことで連合愛知の存在価値が高まり、ひ

いては労働組合の地位向上へとつながり、労働

組合をつくりたい、連合の賃上げや働き方改革

の取り組みに対する理解が進み、働きやすい職

場づくりにつながるものと考えます。「連合っ

ていい組織だね。仲間になって一緒にやりたい

ね」と思ってもらえるように、私たち地方連合

会としても、また連合全体としても、共感を得

られる取り組みを行っていくことが重要だと考

えています。

社会貢献活動に取り組みながら、「誰のため

に、何のためにやるのか」ということをたびた

び考えさせられました。私たちの活動は働く人

や地域の役に立ち、共感が得られているのか・・・

常に問いながらブラッシュアップしていくこと

が非常に大切だと思っています。

２．�地域協議会による取り組み―地域の「声」
を聴き、課題に向き合う

―�11地域協議会による新しい社会貢献活動に

ついて、お聞かせください。

これまでも地協では清掃活動や交通安全活動

などに取り組んできましたが、より地域の共感

を得ることを目的に、地域の課題を地協自ら見

つけて新たな活動に取り組んでいます。まず「地

域にはどのような課題があるのか」を探るとこ

ろから始め、試行錯誤しながら、実践につなげ

てきました。具体的な事例をご紹介します。

◆三河中地協
「2025 夏 みんなで遊ぼう！キラキラ夏休み」

地域の子ども食堂にヒアリングを行い、「子

どもたちが夏休みの絵日記を描けるような思い

出を作ってほしい」という要望を受けとめた三

河中地協。夏休みの一日に、加盟組合の工場見

学とビオトープ（環境保護）活動としてのザリ

ガニ釣り、その後にみんなで鮎つかみとバーベ

キューを実施しました。今回の要望は、連携し

ている政策推進議員を通じて、子ども食堂を運

営する社会福祉法人につながったことで見えて

きた課題とのこと。実際に会って話を聴くこと

で、親が仕事で忙しい、あるいは貧困により出

インタビューにご対応いただいた、中島氏（右）、
清水氏（左）。イベント等に参加した子どもたちか
ら連合愛知に届いた手紙も見せていただいた。
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かけられない子どもたちにとって、夏休みの思

い出作りと働く大人の姿を見せる機会の意義を

痛感し、イベントの実施に至ったそうです。地

協としては、自分たちで地域の課題を見つけ、

その声に対して加盟組合と企業の理解を得て一

緒に実現しようとしたこと、そして地域の人び

との困りごとを肌で感じられたことがとても良

かったとのことでした。

◆三河西地協
「不登校の子どもたちへの支援」

市議を通じてキャッチした地域の課題を活動

につなげたのが、三河西地協です。不登校の子

どもたちが社会に出るきっかけを作りたいとい

うニーズを受けて、地域のお祭りで使われる「竹

あかり」を作る作業を子どもたちと一緒に行い、

会場の設営も一緒に行いました。「不登校にな

った子どもたちにいろんな経験をさせてあげた

い」という声を受けての活動でした。今後は子

どもを中心とした他のニーズを探っていくこと

を予定しているとのことです。

◆知多地協
「海から学ぶ！水産業と観光業の魅力体験」

地域活性化の観点で課題に取り組んだのが、

知多地域協議会です。海の多い知多エリアにお

いて、地域の魅力がなかなか伝わらず、人口減

少と観光低迷に面しているという課題を、南知

多町との意見交換を通じて見出しました。そこ

で、海の恵みの大切さを学び地域活性化への意

識を持ってもらおうと、組合員を対象として、

ビーチクリーン活動や地引網体験、一緒に食事

をしたり干物作りを体験したりする企画を実施

しました。今後も地域の人々へのヒアリングに

重きを置いて、社会貢献活動に取り組んでいく

とのことです。

他にも、学校の部活動の指導者を組合員から

募集する取り組み（尾張東地協「部活動支援」）

や、ボロボロだった中学校体育館のドアをペン

キで塗りかえ、子どもたちが安心して学べる環

境づくり（尾張南地協「体育館ドアぴかぴか活

動」）、組合員から使わない絵本を集めて子育て

施設や駅の待合室など地域の各所に絵本を配る

活動（豊橋地協「絵本で応援！子育てしやすい

まちづくり」）などが実施されています。

地協が社会貢献活動に主体的に取り組むこと

の意義は、地域でなかなか手が差し伸べられな

い人びとに細やかに寄り添っていけることで

す。地域の課題に地協が取り組むことで、より

小さな声に耳をすますことができますし、各地

域内での他組織・団体との連携促進にもつなが

っていくと良いと思います。また、地協の活動

は、より多くの組合役員や組合員が参加できる

ので、地域が抱える課題に直接触れ、地域での

助け合いの気持ちや地域への愛情を育む機会に

もなり、連合愛知としての社会貢献の取り組み

が広く組織内の理解にもつながるようにも感じ

ます。地域の課題を地域で見つけて取り組んで

いくこの一連のプロセスが、これからもっと定

着するよう取り組んでまいります。

―�地域の課題を地協自らキャッチし、課題を

ふまえた活動を組合員や地域を巻き込んで

展開されているのが素晴らしいと思いまし

た。地協の活動の活性化に難しさを感じて

いる地方連合会の声も耳にしますが、連合

愛知さんではいかがでしょうか。

各地協の事務局長は専従で、こうした専従体

制があるからこそ、より有意義で地域に役立つ

活動を充実することができていると思います。

地協活動に対して加盟組合からの理解・協力が
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得られて、活動が活性化することによって一体

感につながっていく、その 11 の地域協議会が

重なることで、連合愛知は強い組織になれると

思っています。地協こそが連合愛知の現場だと

私は事務局長の皆さんと話すことがあります。

各地協の事務局長を中心に、共感を生んで「一

緒にやろう」という意識を作ること、そして仲

間づくりに日々努めていただいています。そう

した取り組みは、政策実現の取り組みにも活き

てきますし、よりよい地域づくりにつなげるこ

ともできます。

地道に社会貢献を続けていく一方で、社会の

共感につなげるために、SNS やホームページ

による情報発信の強化や、マスコミ対応を強化

したりもしています。社会貢献活動をメディア

に取り上げていただく機会も増えました。

連合愛知の取り組みを通じて地域の役に立

ち、「ありがとう」の声を直接聞かせてもらえる。

私自身、連合愛知で仕事をさせていただいて良

かった、ありがたいことだと思っています。

３．児童養護施設の子どもたちへの支援
―�子どもたちの成長にあわせ、連合愛知

と関わる機会をつくる
―�児童養護施設の子どもたちへの支援にも力

を入れておられるのですね。

これまで、「連合愛知助け合い運動」で集ま

った募金から、高校を卒業して児童養護施設

を巣立つ子どもたちに、一人当たり 10 万円の

支度金を毎年約 140 人にお渡しする活動を長年

にわたり行ってきました。一方で、施設を巣立

つ子どもたちが困っているのはお金だけではな

く、社会に出てから相談できる大人がいないこ

とだそうです。そのため、仕事をやめて貧困に

陥ってしまうことがあるとのことでした。私た

ちは困ったときの相談先として連合愛知の労働

相談ダイヤルの番号を添えていますが、連合愛

知をよく知らないのに子どもたちが頼ってくれ

るはずもありません。

この課題に対して私たちにできることを検討

した結果、ライフステージにあわせて連合愛知

と関わる機会をつくり、困った時に連合愛知を

思い出してもらえる存在になろうと考えまし

た。

まずは、小学生以下の子どもたちを対象に「こ

こあファーム」に招待し、農業体験やバーベキ

ュー、潮干狩りなどを一緒に楽しむ機会をつく

りました。子どもたちから届いたお礼状を読み

ながら、思い出の中に連合愛知がほんの少しあ

って、「楽しかった、また行きたい」という言

葉が嬉しくて、少しずつでも関係がつくられて

いくといいなと感じました。また、中高生の子

どもたちを対象に、様々な大人と接する機会を

増やす目的で、メーデーの運営に一緒に携わっ

てもらいました。当日の受付や出店での接客に

組合の担当者と一緒に取り組んでもらいます。

連合愛知のみならず、地協のメーデーでも地域

の施設の子どもたちに参加してもらい、終わっ

た後にはみんなでご飯を食べて、ふれあいの時

間を設けました。

もう一つ重要だと考えて取り組んだのが、職

業体験です。親が働く姿を見て学ぶ機会がない

児童養護施設の子どもたちにとって、将来なり

たいもの、やりたい職業のイメージを持てるよ

うな機会を作ることにしました。実際に作業を

したり、身近に感じられるような体験が良いと

考え、施設の壁紙を職人さんと一緒に張り替え

る作業に取り組むという企画が実現しました。

職人の技を間近で見られることも、自分たちの

空間を自ら手を動かして壁紙を張り替える作業

も、子どもたちにとってとても新鮮だったよう

で、仕事に興味を示してくれる子どもたちもい
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ました。こうした体験が、自分の将来を思い描

きその実現をイメージするきっかけになると感

じました。

この企画が特徴的だったのは、経営者団体と

の協働の取り組みとして実現したことにありま

す。春闘の時期際に毎年意見交換を行っている

愛知県中小企業団体中央会との長年の関係性か

ら、一緒に社会貢献活動に取り組むことになり

ました。壁紙や道具の提供、職人さんの派遣な

ど非常に積極的に協力してくださり、結果的に

連合愛知単独で行うよりもはるかに質の高い社

会貢献を実施することができました。

経営者の皆さんは地域に貢献したいという思

いを強く持っていらっしゃいます。私たち連合

愛知は地域で困っている人の情報をもっていま

す。お互いを地域でつなぎコラボレーションを

実現していく。その可能性と広がりの大きさに

気づかされました。また、取り組みを地域のメ

ディアに取り上げていただくことが、協働し

た企業や団体の取り組みを PR することにもな

り、関心を持つ人たちとの接点をさらに増やし

ていくことにつながります。

今回のようなプロジェクトは、連合本部がす

すめる「社会対話」としてこれまで地域の関係

団体と少しずつ信頼を培ってきたからこそ芽が

出始めていると思います。社会対話から助言を

得たり私たちが取り組むべき課題を見出したり

したことで、そこに共感してくれる良いパート

ナーに巡り会え、これまでにない、新しい活動

が実現したのだと思います。

―�こうした活動の実践においては、連合愛知

内にも多くの協力者が必要ではないかと思

います。

連合愛知の社会貢献活動は、社会運動局長を

1 人配置し、構成組織の代表者が参画する社会

運動委員会の中で議論しています。施設や団体

へのヒアリングや連携を行う際の調整、イベン

トの企画は局長が担っています。ここあファー

ムイベントには、社会運動委員会の委員の皆さ

んもお手伝いに来てくださいます。想いがなけ

ればできませんが、想いだけでもできませんの

で、共感を得ながら具体的に実現していける方

法を工夫していく必要があると思っています。

それは、構成組織に対しても同じです。先日

執行委員会で、児童養護施設における職業体験

の活動報告をした後、とある執行委員がこんな

発言をしてくださいました。ご自身で児童養

護施設を支援した経験があり、「子どもたちが

働くイメージを持てるような機会を労働組合が

サポートすることは、将来の労働者を育ててい

くとても大事な活動だと思う」と。すると、参

加していた他の執行委員たちにこの取り組みへ

の理解が一気に広がったのです。連合愛知が行

っている活動の目的や重要性について、ちゃん

と伝えきれていなかったことを反省するととも

に、連合愛知の活動を一番支えてくださってい

る構成組織の仲間の皆さんにも共感していただ

くことに努力する重要性を痛感しました。

４．社会貢献活動の可能性と今後の展望
―�最後に、社会貢献活動を実施するにあたっ

て大切にされていることや、今後の展望に

ついてお聞かせください。

これまでの「ここあファーム」事業を通じて、

「ここあファーム」が地域活性化にも貢献でき

る可能性があることがわかりました。とくに「こ

こあファーム Hazu」のある三河湾地域では人

口減少の課題を抱えており、連合愛知の畑がで

きたことが地域の方から非常に歓迎されている

ということを西尾市長から聞きました。

「ここあファーム」を中心として、地域の人
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と交流したり、地元のイベントや美味しいもの

を組合員に発信したりすることで、訪れる人を

増やしたいと考えています。最高に素敵な場所

なので、皆さんもぜひ一度お立ち寄りください。

各地域には、「その地域だからこそ抱える課

題」があります。地域の役に立ち地域から共感

を得るためには、その課題を把握した上で、限

られた資金や人手の中で、「本当にやってほし

い」と思われていることを、知恵を絞って実行

することが重要です。私たちの人財である組合

役員や組合員だけでなく、多様な協力者を得て

いくこと、単に活動を継続するのではなく、工

夫を凝らしたりすることが求められます。

活動にあたって繰り返し問いかけることは、

今風の言葉をつかうとするならば「本当にその

活動は“刺さっている”のか？」ということで

す。ずれたことをやっても共感にはつながりま

せん。求められていることと私たちがやるべき

ことを明確にすることで、時代に応じた“刺さ

る”活動に取り組んでいきたいと思います。

組織概要
構成組織：42 産業別労働組合、11 地域協議会

組合員数：60 万人（2026 年 1 月現在）

結　　成：1989 年 11 月 28 日

URL https://www.rengo-aichi.or.jp/

（インタビュー日：2025 年 11 月 18 日）

1 連合愛知「2025『連合愛知助け合い運動』ご協力のお願い」

2  前出のフードパントリーでは、「ここあファーム」の野菜は金山駅で、「ここあファーム Hazu」の野菜は
豊橋駅で提供されている。

注釈

このインタビュー連載は、2024 年 5/6 月号よりスタートしました。地方連合会の連帯活動は、組織（地域）ごと
に特色があり、多様な活動が展開されています。この活動に光をあて、地域の運動がどのように紡がれてきたのか、
また、これからどのように展開していくのか、インタビューをつうじて（再）発見できればと考えています。
本インタビューの中間報告を、2026 年 4 月号に掲載しています。あわせてぜひご覧ください。
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